
【「お花のヨーサン」さんの作品】     

  

  

 

 

 

作品へ込めた思い・説明：日々の一言一言に孫との会話で教えられることが多くなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「いつかの先生」さんの作品】  

 

 

 

 

 

作品へ込めた思い・説明：かつて担任をしていた頃、学級に LGBTQ+の生徒がいた。周囲の生徒

も薄々わかっていたと思うが、本人は、カミングアウトすることもなく 周囲の友だちの中で自然に学

校生活を過ごしていた。ところが修学旅行に行く時に、風呂が嫌いだから、自分は入浴しないと申し

出てきた。その宿泊施設には、大浴場しかなかったのだ。今思えば、もう少し配慮ができたのだと後

悔しているが、当時はそこまで頭が回らず、まあ一日だけのことだから、入浴せずともいいだろうと考

えてしまった。今思えば、その子の気持ちにもう少し寄り添えたのにと、これも後悔している。 

 

 

 

 

 

 

作品へ込めた思い・説明：これはフィクションです。自分のジェンダーに違和感を覚えている人が、い

つかは女性専用の車両を利用してみたいと思うことがあるのではないかと考えて創作しました。女

性専用車両は、任意だそうで、外見が、男性でも、利用できるそうです。その人が、鉄道会社に女性

専用列車だから、ご遠慮くださいと言われている動画をヒントに創作しました。 

 

男の子 だからに指摘 孫の声 

多様性 受け入れ日々が 心地好い 

風呂嫌い ごまかし通した 修学旅行 

勇気なし いつか利用の 女性車両 



【「ゆっき～」さんの作品】 

 

 

 

 

 

作品へ込めた思い・説明：言葉が変化しても内容は同じ 

 

 

 

 

 

 

作品へ込めた思い・説明：感謝があれば丸く収まる 

 

 

 

 

 

 

作品へ込めた思い・説明：あの人がじゃなくてまず自分 

 

【「ショコラさん】の作品】 

 

 

 

 

 

作品へ込めた思い・説明：電話対応のとき新人の頃はよく言われました。女性というだけで相手に

されないのかと悲しい気持ちになりました。経験により自信を持って対応出来るようになったから

か、3 年目くらいで言われなくなりました。 

 

 

 

 

 

 

先人は 十人十色と 考えた 

ありがとう 繋がり合って 増える声 

まず一歩 自分自身に 問い掛けて 

「男性に代わって」 言われなくなった 3 年目 



 

 

 

 

 

作品へ込めた思い・説明：電話対応して開口一番「正規職員に代わって」と言われました。そのあと

「誰か男性の職員に代わって」と続きました。しばらく言われなかったのにまたか、と思いました。「私

も正規職員です。私が担当している業務ですので私から説明させていただいた方が詳細にお伝え

できますが、男性職員に代わった方がよろしいでしょうか」とお答えし、詳細内容を説明したところ、

「女性でもきちんと勉強しててえらいな」とお褒めの言葉をいただきました。女性でもは一言余計で

す。いつになれば女性は非正規職員という固定概念は崩れるのでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

作品へ込めた思い・説明：新人のころ、長らく後輩が入ってこなかったので、雑用を頼まれるのは仕

方ないと こなしていました。やっと新人が入ってきたのに雑用は私が頼まれているままでした。どう

しても納得いきません。後輩が男性で、私が女性だからでしょうか。いつまでお茶くみは女性、お盆

持ちは女性、ごみ箱回収は女性なのでしょうか。仕事内容に男女の別は関係ありません。医者も弁

護士も首相も女性です。令和に期待です。 

 

【「ミャクミャク」さんの作品】 

 

 

 

 

 

作品へ込めた思い・説明：どちらかではなく夫婦 2 人で協力して行うのが良いと思うから。 

 

 

 

 

 

 

作品へ込めた思い・説明：ママはいつでも忙しいです ママにも休みが欲しいです。 

 

 

「正規に代わって」 私も正規職員です 

雑用係 新人来たのに なぜ私 

子育ては パパママ二人で 助け合おう 

家事育児 仕事でママは 休みなし 



【「はまぼうのしま」さんの作品】 

 

 

 

 

 

作品へ込めた思い・説明：引退した貴景勝の変化 

 

 

 

 

 

 

作品へ込めた思い・説明：女らしさ男らしさより自分らしく 

 

 

【「スナフ菌」さんの作品】 

 

 

 

 

 

作品へ込めた思い・説明：もうすぐ 3 歳の息子。昆虫が好き、ピンクも大好き。だれかの決めた「らし

さ」にとらわれず、自分の「好き」を大切にできる人でいてほしい。「これも好き、それも好き」と言え

ることは、すごく豊かで素敵なことです。それを受け入れて尊重できる社会であればいいな。そんな

願いを込めて詠みました。 

 

 

 

 

 

 

作品へ込めた思い・説明：家のことも仕事をすることも、どちらかひとりの責任ではない。二馬力で

走ることの大切さを、ただ負担を分け合うだけでなく、お互いに楽しみながら役割を果たす姿勢とし

て表現しました。 

 

 

 

 

武士道が 美肌美眉に 寄り斬られ 

らしさより らしく生きるよ アヤ世代 

ぼくはぼく ピンクも虫も すきなんだ 

手をとって 家も仕事も 二馬力で 



 

 

 

 

 

作品へ込めた思い・説明：「地震、雷、火事、親父」と言われ、昔は怖いものの象徴だった父親像。令

和になった今、自信を持って積極的に家事育児に取り組む姿がスタンダードになればいいなと、ユ

ーモアを込めた句です。 

 

【「詠み人知ってる」さんの作品】 

 

 

 

 

 

作品へ込めた思い・説明：多様性を受け入れる優しさが多くの人の中に生まれれば、男女の差だけ

でなく、年齢や国籍、人種や宗教などの区分なく誰もが住みよい世界になると思います。 そんな広

い意味でのボーダーレスな世界になりますように。 

 

 

 

 

 

 

作品へ込めた思い・説明：最近は、男性の化粧も珍しくなくなってきました。脱毛して清潔感を出そう

と努力している人、美に目覚めてネイルをしている人、色々いらっしゃるかと思いますが、変な目で見

たり文句を言うのではなく、受け入れられる世の中になりますように。 

 

 

 

 

 

【みのりさんの作品】 

作品へ込めた思い・説明：ゴミ出しって家事の中でもそんなに大変なものではないんです。 なの

に、玄関から集積所へ持っていくだけで「ゴミ出ししてる」（えっへん）なんて得意げに言わないよう

に。出すゴミを集めるのって「ゴミ出し」よりも大変なんです。 

 

 

 

お手のもの 自信神なり 家事育児 

ジェンダーレス 優しい心は ボーダレス 

男性も 脱毛ネイル 文句ある？ 

ゴミ出しは、ゴミを集める ところから 



【「みのり」さんの作品】 

 

 

こんにちは みんなといっしょ にんげんだ 

うさぎさん ぴょんぴょんと どこいくの 

じぶんはね 友だちといっしょ あそびたい 


